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2014年3月期第2四半期 決算説明会

2013年11月12日（火）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．社長挨拶

1. 上期（4-9月）の概要

2. 下期（10-3月）の事業環境見通し

3. 下期および通期の計画

4. 成長戦略

4-1.  成長戦略①

4-2.  成長戦略②生産拠点の再編

4-3.  成長戦略③事業取得・アライアンスの推進

5. ブランド展開

6. 成長戦略の推進
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１．上期（4-9月）の概要①

売 上 高 890億円 960億円 1,205億円

営 業 利 益
△14億円

（△1.6%）

0億円

（0.0%）

5億円

（0.5%）

前上期実績 当上期計画 当上期実績

総括 売上高・営業利益とも前期実績・計画を上回る

期中平均レート
（対USドル）

78.96円 96.00円 98.64円

33

売上・利益とも計画を上回る （TV黒字化）

テレビの大型化が増収に寄与

売上は計画を上回る

自社開発プリンター関連の投資負担により
損益は赤字

１．上期（4-9月）の概要② 事業別の振り返り

売上は計画を上回る

工場再編に伴う費用の計上により損益は赤字
（ただし2Qは大幅に改善）

ディスプレイ事業

デジタルメディア事業

オフィスソリューション事業
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２．下期（10-3月）の事業環境見通し

4

●米国 ・・・ 住宅ローン金利上昇により住宅販売件数は弱含みに転じているものの、

住宅市場・個人消費は堅調。景気は緩やかな回復基調が持続

●欧州 ・・・ 債務危機再燃への懸念が弱まる中、企業景況感・個人消費は徐々に

持ち直し。ただし内需低迷を背景とする低成長が長期化

●日本 ・・・ 高支持率に支えられた安倍内閣への政策期待から先行きに明るさ

●中国・インド・ブラジル ・・・ 米国金利上昇に伴い各国で通貨安が進行。

経済成長の鈍化傾向が顕在化

●TVのコモディティ（日用品）化と米国・中国では画面大型化が進行

●スマホ、タブレットの急成長、及びWi-Fi機能（無線）によるAV（TV・BD・音響）・

車載機器との融合加速

●日本では、アナログ停波後にTV、BDレコーダの大幅な落ち込みが見られたが、

足元では市場回復の兆し

景気動向

業界動向

555

３．下期および通期の計画

売 上 高 1,205億円 1,085億円 2,290億円

営 業 利 益
5億円

（0.5%）

0億円

（0.0%）

5億円

（0.2%）

上期実績 下期計画 通期計画

修正計画

期中平均レート
（対USドル）

98.64円 96.00円 97.32円

期初計画比 ＜期初計画＞ ＜修正計画＞

売 上 高 ： 2,020億円 2,290億円 +270億円（+13.4%）増

営業利益： 2億円 5億円 +3億円（+150.0%）増
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４．成長戦略

新規事業分野

展開

既存事業

強化

成長戦略の３要素

新規市場

展開
3

1

2

1. 既存事業の競争力の強化＆利益率の向上

2. M&Aによる新規事業の展開

3. R&D開発製品の早期事業化

77

４-１．成長戦略①

既存事業

強化

新規市場

展開

新規事業分野

展開

●収益力の強化

●事業規模の拡大

●グローバル化の加速

①販路の拡大

②生産拠点の再構築

●パテントポートフォリオの強化

●マーケティング力の向上

●デザイン力の向上

成長戦略とのシナジー効果を発揮

1

3

2
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４-２．成長戦略② 生産拠点の再編

事業環境の変化に対応し、生産拠点を再編

中 国

タ イ

フィリピン

●２工場（黄江・中山）に集約化

（2013年4月～）

●第３工場を増設 生産能力を拡大

（2013年7月～）

●セブ工場を取得

インクカートリッジの生産に着手 （2013年5月～）

●新工場の設立を計画

（2014年5月予定）

集
約
化

拡
大
・増
強

99

インクジェット
関連特許

製造工場

Circuit Assembly
建築面積: 11,178㎡, Class 1,000

●16年に及ぶ強固なパートナーシップ

●累計1.3億台を超える供給実績 （モデル数80以上）

●当社の強みを活かせるメカトロニクス製品

LEXMARKのインクジェット事業を取得

開発リソース

●全世界で1,000件以上の関連特許を取得

●IJP関連製品の開発／R&D機能を取得

＜レキシントンR&Dセンターの設立＞ （約30名）

●インクカートリッジ及びプリントヘッドの

製造工場を取得。5月稼働開始 （従業員数 約750名）

収益性の高い

インクカートリッジを

含め、自社リソース

で完結できる体制を

構築

Bottle Assembly
建築面積: 13,941㎡, Class 10,000

４-３．成長戦略③ 事業取得・アライアンスの推進
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５．FUNAIブランド展開

日 本
欧 州 北 米

アジア

中近東

(2013年7月-)

北米及び国内市場に ブランド製品を

投入し、グローバル展開を推進

●Walmartにて本年7月よりDVDの販売開始

●今後、BD、TVの販売も順次スタート

- DVD Player
- DVD Recorder
- BD Player
- LCD TV

1111

６．成長戦略の推進 （まとめ）

成長戦略とのシナジー効果で業績は順調な回復基調へ

LE製品の
販売地域拡大

IJP / LBPの
グローバル展開

研究開発による
新製品の投入

（売上高）



12

Ⅱ．決算概要（連結）

1. 第2四半期（13年7月-9月） 決算概要

2. 第2四半期累計（13年4月-9月）決算概要

3. 機器別売上高

4. DVD関連機器の売上高

5. テレビ関連機器の売上高

6. 仕向地別売上高

7. 営業利益増減要因

8. 財務の状況

9. 棚卸資産

10. 設備投資額・減価償却費・研究開発費

11. 当期業績予想の修正

12. 機器別売上高予想

13. 仕向地別売上高予想

13

１．第2四半期（13年7月-9月）決算概要

前期実績 当期実績 前年同期比
( )は増減率

売 上 高 490 700
+210

(+42.9%)

営 業 利 益 △5 22 ＋27

( 営 業 利 益 率 ) (△1.0%) (3.3%)

経 常 利 益 △10 20 ＋30

( 経 常 利 益 率 ) (△2.0%) (2.9%)

四半期純利益 △11 6 ＋17

(四半期純利益率) (△2.3%) (0.9%)

期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

78.12円 98.06円

月末レート 12年6月 12年9月 13年6月 13年9月

（対米国ドル） 79.31円 77.60円 98.59円 97.75円

△2 (※1)

（単位：億円）

△14 (※2)

＋3 (※3)

△13 (※4)

（※1） その他△2

（※2） 特別損失△11、法人税等他△3

（※3） 受取利息減△1、為替差損益＋5、その他△1

（※4） 特別損失増△10、法人税等他増△3
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２．第2四半期累計（13年4月-9月）決算概要

月末レート 12年3月 12年9月 13年3月 13年9月

（対米国ドル） 82.19円 77.60円 94.05円 97.75円

前期実績 当期計画 当期実績 前年同期比
( )は増減率

計画比
( )は達成率

売 上 高 890 960 1,205
+315 +245

(+35.4%) (125.5%)

営 業 利 益 △14 0 5 ＋19 ＋5

( 営 業 利 益 率 ) (△1.6%) (0.0%) (0.5%)

経 常 利 益 △30 3 21 ＋51 ＋18

( 経 常 利 益 率 ) (△3.4%) (0.3%) (1.8%)

四半期純利益 △29 0 6 ＋35 ＋6

(四半期純利益率) (△3.4%) (0.0%) (0.5%)

期中平均レート
（対米国ドル）

78.96円 96.00円 98.64円

（単位：億円）

＋16 (※1)

△15 (※2)

＋13 (※5)

△12 (※6)

＋32 (※3)

△16 (※4)

（※5） 受取利息＋1、為替差益増＋15、
その他△3

（※6） 特別損失増△12

（※1） 受取利息＋1、支払利息△1、
為替差益＋19、その他△3

（※2） 特別損失△12、法人税等他△3

（※3） 為替差損益＋36、その他△4

（※4） 特別損失増△10、法人税等他増△6

15

３．機器別売上高

104 159
41

107

745

939

前期2Q 当期2Q

890億円

1,205億円

DVD関連：172
T V 関 連：767

DVD関連：151
T V 関 連：594

映像機器

情報機器

その他

（4-9月） （4-9月）

： ＋194億円 （＋26.0％）

： ＋ 66億円 （＋163.7％）

： ＋ 55億円 （＋52.6％）

合 計 ： ＋315億円 （＋35.4％）

映像機器

情報機器

その他

前年同期比

DVD関連 ： ＋ 21億円 （＋13.9％）

T V 関 連 ： ＋ 173億円 （＋29.1％）
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11 16

57

75

42

39

41

42

前期2Q 当期2Q

151億円

４．ＤＶＤ関連機器の売上高

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

172億円

・レコーダは横ばいだったものの、北米向けプレーヤが

伸長

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

（4-9月） （4-9月）

： ＋ 18億円 （＋31.6％）

： △ 3億円 （△ 7.1％）

： ＋ 5億円 （＋45.5％）

合 計 ： ＋ 21億円 （＋13.9％）

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

その他

： ＋ 1億円 （＋ 2.4％）DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

前年同期比

17

５．テレビ関連機器の売上高

767

594

前期2Q 当期2Q

594億円

： ＋173億円 （＋29.1%）液晶テレビ

767億円

前年同期比

・米国及びメキシコ向け売上が堅調に推移

液晶テレビ

（4-9月） （4-9月）
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６．仕向地別売上高

170164

11455

39
27

644

882

前期2Q 当期2Q

890億円

アジア他

日 本

北 米

欧 州

1,205億円

前年同期比

(73%)

(3%)

(10%)

(14%)

(72%)

(3%)
(6%)

(19%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本

： ＋ 59億円 （＋107.3％）

： ＋ 6億円 （＋ 3.7％）

合 計 ： ＋315億円 （＋35.4％）

： ＋238億円 （＋36.8％）

： ＋ 12億円 （＋44.4％）

（4-9月） （4-9月）

・液晶テレビの伸長に加え、オーディオアクセサリー、
DVD関連製品、情報機器がそれぞれ増加

・メキシコ向け液晶テレビが伸長

北 米

アジア他

19

７．営業利益増減要因

＊ 付加価値＝売上－（売上原価＋販売費）

△14

26

△3

△4

5

付加価値率
低下

一般管理費増

営業利益

営業利益

売上増加
による増益

当期2Q前期2Q

《前年同期比》 《計画比》

△14

25 △25

5 5

付加価値率
低下

一般管理費減

営業利益

営業利益

売上増加
による増益

当期2Q計画2Q

0
営業利益
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８．財務の状況

負債の状況

純資産の状況

（自己資本比率 67.1%）

・仕入債務

・未払金他

△15億円

△ 60億円

＋ 45億円

＋63億円

380 479

404 556 526
366

331
402

678 403

377

615

1,810

資
産
の
状
況

負
債
・
純
資
産
の
状
況

1,945

現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）

1,762

391 298

241 341
286

1,163
1,213

1,226

358

2013/9
（当期2Q）

2013/3
（前期末）

2012/9
（前期2Q）

1,945 1,8101,762

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

資産の状況 ＋48億円

前年同期比

△212億円

＋ 36億円

＋122億円

＋102億円

21

９．棚卸資産

在庫回転
月数

2.3ヶ月2.5ヶ月 3.7ヶ月

119

211 184

285

345
342

2012/9 2013/3 2013/9

404億円

（当期2Q）（前期2Q） （前期末）

556億円

526億円

： ＋57億円

： ＋65億円

製 品

部品仕掛品等

前年同期比

製 品

部品仕掛品等
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10．設備投資額・減価償却費・研究開発費

19

92

20 26
47 43

0

20

40

60

80

100

120

140

前2Q 当2Q

設備投資額 減価償却費 研究開発費

53

122

40
60

93 93

0

20

40

60

80

100

120

140

（億円）

前年同期比

＋73億円

前年同期比

＋6億円

前年同期比

△4億円

設備投資額 減価償却費 研究開発費

（億円）

第2四半期累計 通 期

前期前期前期 当期

（計画）

前2Q 当2Q 前2Q 当2Q 当期

（計画）

当期

（計画）
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11．当期業績予想の修正

前期実績 前回予想
（5月7日発表）

今回予想
（11月11日発表）

前期比
（ ）は増減率

前回予想比
（ ）は増減率

売 上 高 1,920 2,020 2,290 ＋370 ＋270

(＋19.3%) (＋13.4%)

営 業 利 益 △52 2 5 ＋57 ＋3

( 営 業 利 益 率 ) (△2.7%) (0.1%) (0.2%)

経 常 利 益 △3 5 21 ＋24 ＋16

( 経 常 利 益 率 ) (△0.2%) (0.2%) (0.9%)

当 期 純 利 益 △85 1 1 ＋86 0

( 当 期 純 利 益 率 ) (△4.4%) (0.0%) (0.0%)

（単位：億円）

期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

83.32円 96.00円 97.32円

＋16 (※1)

△20 (※2)

＋13 (※5)

△16 (※6)

△33 (※3)

＋62 (※4)

（※5） 受取利息増＋1、為替差益増＋15、
その他△3

（※6） 特別損失増△12、法人税等他増△4

（※1） 受取利息+2、支払利息△2、
為替差益＋19、その他△3

（※2） 特別損失△12、法人税等他△8

（※3） 受取利息減△1、支払利息増△1、
為替差益減△28、その他△3

（※4） 特別利益減△4、特別損失減＋14、
法人税等他減＋52
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12．機器別売上高予想

244
291

339

2013.3 2014.3 2014.3

358
326

370

2013.3 2014.3 2014.3

119
142

185

2013.3 2014.3 2014.3

情報機器 その他

1,199 1,261
1,396

2013.3 2014.3 2014.3

テレビ関連機器

（前回予想）

DVD関連機器

244 291 339

119
142

185

1,199
1,261

1,396

358

326

370

2013.3 2014.3 2014.3

2,290

【前回予想比】
＋13.5％

【増収要因】
・DVDﾌﾟﾚｰﾔ、ﾚｺｰﾀﾞ
・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

（単位：億円）

1,920
2,020

【前回予想比】
＋10.7％

【増収要因】
・北米、メキシコの伸長

【前回予想比】
＋30.3％

【増収要因】
・インクカートリッジ

【前回予想比】
＋16.5％

【増収要因】
・受信関連用電子機器
・ｵｰﾃﾞｨｵｱｸｾｻﾘｰ製品

（今回予想） （前回予想） （今回予想）

（前回予想） （今回予想）

（前回予想） （今回予想）

（前回予想）（今回予想）
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13．仕向地別売上高予想

359
316 341

2013.3 2014.3 2014.3

62

90
73

2013.3 2014.3 2014.3

166

246
286

2013.3 2014.3 2014.3

アジア他 日本

1,333 1,368
1,590

2013.3 2014.3 2014.3

北米 欧州

359 316 341

166 246
286

62
90

73

1,333
1,368

1,590

2013.3 2014.3 2014.3

2,290

（単位：億円）

1,920
2,020

（前回予想）（今回予想） （前回予想）（今回予想）

（前回予想）（今回予想） （前回予想）（今回予想）

（前回予想） （今回予想）

【前回予想比】
＋16.2％

【増収要因】
・液晶テレビ
・インクカートリッジ

【前回予想比】
△18.9％

【減収要因】
・液晶テレビ

【前回予想比】
＋16.3％

【増収要因】
・メキシコ向け液晶テレビ

【前回予想比】
＋7.9％

【増収要因】
・受信関連用電子
機器
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Ⅲ．補足資料①
（第2四半期（7-9月）決算概要）

1. 機器別売上高

2. 映像機器の売上高

3. 仕向地別売上高

27

１．機器別売上高

： ＋136億円 （＋ 32.1%）

： ＋ 43億円 （＋286.7%）

： ＋ 31億円 （＋ 60.8%）

合 計 ： ＋210億円 （＋ 42.9%）

51
15

82

58

560

424

前期2Q 当期2Q

490億円

映像機器

情報機器

その他

前年同期比

700億円

DVD関連： 79
T V 関 連：481

DVD関連： 70
T V 関 連：354

DVD関連 ： ＋ 9億円 （＋ 12.9%）

T V 関 連 ： ＋127億円 （＋ 35.9%）

(7-9月) (7-9月)

映像機器

情報機器

その他
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２．映像機器の売上高

19

33

25

18

20

20

86

前期2Q 当期2Q

70億円

79億円

(7-9月) (7-9月)

DVDﾌﾟﾚｰﾔ
関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ
関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

液晶テレビ

DVD関連機器 テレビ関連機器

481

354

前期2Q 当期2Q
(7-9月) (7-9月)

481億円

354億円

29

３．仕向地別売上高

： ＋ 35億円 （＋120.7%）

： ＋ 1億円 （＋ 1.4%）

合 計 ： ＋210億円 （＋42.9%）

7574

6429

20
12

375

541

前期2Q 当期2Q

490億円

アジア他

日 本

： ＋166億円 （＋44.3%）北 米

： ＋ 8億円 （＋66.7%）欧 州

700億円

前年同期比
(77%)

(3%)
(9%)

(11%)

(7-9月) (7-9月)

(77%)

(2%)
(6%)

(15%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）

3. 仕向地別売上高の推移（四半期）

31

１．四半期別決算概要

61期 62期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売 上 高 400 490 580 450 505 700

営 業 利 益 △9 △5 △3 △34 △17 22

( 営業利益率 ) (△2.4%) (△1.0%) (△0.7%) (△7.6%) (△3.4%) (3.3%)

経 常 利 益 △20 △10 32 △4 1 20

( 経常利益率 ) (△5.1%) (△2.0%) (5.5%) (△1.1%) (0.2%) (2.9%)

四半期純利益 △18 △11 6 △62 △0 6

(四半期純利益率) （△4.6％） （△2.3％） （1.2％） (△13.9%) （△0.0％） （0.9％）

（単位：億円）
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２．機器別売上高の推移（四半期）

53
26

240

81

51
15

354

70

80
34

340

126

60
44

265

81

77

49

286

93

82

58

481

79

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

（億円）

(12/6)

400

液晶テレビ 情報機器 その他DVD関連機器

(12/9)

490

580

(12/12) (13/3)

450

(13/6)

505

(13/9)

700

33

３．仕向地別売上高の推移（四半期）

9593102 757490

38 73 50 642926
201916

19
1215

269

268
421

341

541

375

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

580

(73%)

(3%)
(6%)

(18%)

400

(67%)

(4%)
(7%)

(22%)

(77%)

(2%)
(6%)

(15%)

490

欧州 アジア他 日本北米

（億円）

(12/6) (12/9) (12/12) (13/3)

450

(60%)

(3%)

(16%)

(21%)

(13/6)

505

(67%)

(4%)
(10%)

(19%)

700

(77%)

(3%)
(9%)

(11%)

(13/9)
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注意事項

本資料には、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及び見通しについて

の記載が含まれています。

これらの記載は、映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ

会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為替レートの変動そ

の他の業績に影響を与える可能性のある要因について、現時点で把握可能な情

報をもとにした仮定及び見通しを前提としています。

したがって、実際の業績は、エレクトロニクス業界における競争状況、市場動向、

為替動向、新製品の導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を

含む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通しとは大きく異な

る場合がありますのでご承知おきください｡


